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1. は じ め に
最近のわが国における火災の実態をみると,総出火件数が6万数千件,建物焼損面積が約2百万平方米と














































減 光 係 数, (1/m)
F]:帝劇地下駐車場 (東消 ･火予委)発煙筒
△ :池袋地下駐車場 (東消 ･火予委)発煙筒
A :山一証券ビル (渋谷)(消研 ･守屋)火災
令 :能美防災KK実験室 (建研 ･斉藤)発煙筒
○:大運ビル (横浜)(建研 ･斉藤)火災
夏日 ∴煙濃度 (減光係数)Csと視程 G の関係l)
- 50-












エソマツ 適 clj .Qbl400oC串-:0.93l
500OC(K-0.23)
ス 辛 適 LVj .:Qb'QoC 垂-潤




材 料 厚さ(in) 煙 濃 度
舌 炎 くん焼
レッ ドオ ー ク 0.25 76 395
レッ ドオ ー ク 0.78 117 660
ブラックウォルナット 0.25 91 460
ホワイ トオ-ク 0,25 107 420
ホワイ トパイン 0.25 155 325
レッ ドウッ ド 0.25 133 260
ス プ ル ー ス 0.75 310 421
ダグラスファー 0.25 156 380
合板 (マーリン) 0.25 62 285
合板 (外装用,ダグラスファー) 0.25 112 287
合板 (内装用,ダグラスファー) 0.25 96 350
ポ リエ チ レ ン 0.25 150 470
ポリプロピレン,rug 0.18 110 456
塩素化ポリエチレン,フォーム 1.00 32 22
ポリテ トラフルオエチレン 0.25 55 0
ポリ塩化 ビニル 0.125 525 272
ポリ塩化 ビニル 0.25 535 470
ポリ塩化 ビニル 0.25 660 300
ポリ塩化ビニル,filled 0.25 530 490
ビニ ル,織 物 0.026 198 261
モダアクリック,織物 0.024 79 54
ポ リス チ レ ン 0.25 660 372
ポ リス チ レ ン 0.25 470 345
ポリスチレン,フォーム,防炎性 0.25 260 10
アクリロニトリル-フ+9チエン-スチレン 0.046 660 71
ア ク リル 樹 脂 0.219 107 156
アクリル樹脂,防炎性 0.25 480 380
ポリアクリルニ トリル,rug 0.3 159 319
セルロ-スアセテー トプチレ- 卜 0.25 49 434
ポリア ミド (ナイロン),rug 0.3 269 320
ポリカーボネー ト 0.125 174 12
フェノール樹脂,フォーム 1,0 5 14
ポリエステル,ガラス繊維強化 0.156 395 350
ポリエステル.ガラス繊維強化防炎性 0.156 618 361
ポリウレタン,フォーム 0.5 20 156
ポリウレタン,フォーム防炎性 1.0 439 117
天然ゴム,フォーム 0.75 660 236
毛, 織 物 0.024 16 60
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煙濃度 Ck(りm)と可視距離 (視程)G(m)との関係は, 明るさやその他の条件によっても差がある
が,図1に実際のビルや地下駐車場で各種の実験を行なった場合のそれを示す｡これによれは 視程は
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量｣を ｢発煙係数,KJ(Cs･m3/g)と呼んでいる｡この K の値は各材料に固有のものであるが,加熱温度
によっても変化する (図2)｡図3に K と温度 0(℃)との関係を示す｡これによると,比較的低温で加熱
されたくん焼状態の K の値と高温の発炎燃焼状態のそれには大きな差が認められ,一般に前者の値が大き
い (表1参照)｡ある材料の Kを求めるためには,材料を一定温度で加熱し,試料の重量減少量 W (g)
















図4･各種材料の燃焼速度 R と加熱温度 T (絶対温度)の関係1)
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や燃焼に当って 固体の炭素や 高沸点のタール状微粒子を遊離し易く, いわゆる煙の生成はきわめて大とな
る｡ これに対し,木材は複雑な構造,組成をもち熱分解,燃焼も複雑であってプラスチック類に比べると熱
分解速度も発煙速度も急でない. しかしながら木材の燃焼によって生ずる煙の畳はプラスチック掛 こ比較し
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17.8､ 19.2､ 16.8､ 18.3､ 20.0
ll.1､ ll.0､ 12.4､ ll.7


































































図9▲実大火災実験における酸素 (02),炭酸ガス (CO 2),一酸化炭素 (CO)量の時間的変′偲 )
一一 58--















人体に対する影響 --酸化炭素 塩素ガス ホスゲ ン 塩化水 素 フッ化水素 シアン化水 素 ア ンモ ニ ア 硫 化水 素 硝 気
数 時 間 は安全 100 0.35-1.0 1.02550 10 1.5-3.0 20 100 2061,00 10.-4010 1502 7
1時 間 は安全 400-500 4.0 50-100 10 50-60 100




ガス 1時間生存濃度 (ppm) 避難可能限界濃度 (ppm)
CO 4,000 1,500-4,000
02 90,000以下 60,000-100,000
CO2 100,000 40,000- 80,000










木 材研 究 ･資料 第16号 (1981)
表6.空気中の酸素 (02) 濃度の欠乏が人体に与える影響9)
空気中の02の濃度㈲ 症 状
21 正常 (空気中に含まれている0 の正常値)
20 影響なし
16-12 呼気と脈勝増加,筋肉の秩序ある運動に支障を来す
12-10 感情の錯乱 呼吸の乱れ,筋肉は く感 じ疲労が早い
10-6 堰吐,意識不明
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